
４．いじめを起こさないために 

 いじめは大人の目の届かないところで行われます。情報端末機器の活用は大人よりも子どもたちのほ

うが堪能です。教職員はもちろんのこと、保護者の皆さんにも、生徒たちの僅かな変化を見逃さない目を

もち、学校と保護者が一体となって、いじめを許さない強い決意と結束をもっていきましょう。 

「子どもの様子がおかしい」と感じたら，慎重に確認してください。 

＜言動，態度，情緒＞ 

□ 家族に理由を明かさないまま，急に友達が変わる。 

□ 感情の起伏が激しく，動物や兄弟姉妹が嫌がる言動をとる。 

□ 家族に口答えするなど乱暴な口をきく。 

□ 表情が暗くなり，おどおどしてくる。 

□ 家族との会話を避けるようになり，部屋に閉じこもるようになる。 

□ 口数が少なくなり，学校や友達の話をしなくなる。  

□ いじめられている友人の話をするようになる。 

□ 自分の欠点だと感じていることを，話題にする。 

□ 特定の友人に対する強い憎しみを表現することがある。 

□ 家族の前では携帯電話に出なくなる。隠れてコソコソ電話をかける。 

□ 携帯電話を急に使わなくなる。 

□ 電話のベルに怯える様子が見られる。 

□ 無言等の不審な電話や，発信者の分からないメールがたびたび届く。 

□ 学校を休みたがる。遅刻や早退が増える。 

□ 友人に呼び出されるなど，振り回されているように感じる。 

□ 用事もないのに，朝早く，夜遅く家を出ることがある。 

□ 最近急に勉強しなくなり，無気力な感じがする。学習成績も下がりだしている。 

□ 「転校したい」「学校をやめたい」「生まれ変わりたい」と言うことがある。 

＜服装，身体＞  

□ 衣服に汚れや破れが見られる。靴跡が残っている。 

□ 手足や顔等に傷やアザがある。鼻血の出たあとが認められる。 

□ 朝，腹痛や頭痛など，身体の具合が悪いと訴える。 

□ 朝，起きてこようとしなくなる。トイレからなかなか出てこない。 

□ 急に髪の色や髪型が変わった。 

□ 眠れないと言う，睡眠不足のように見える。 

□ 食欲が以前に比べ無くなったと感じる。体重の減少が伺える。 

＜持ち物，金品＞  

□ 教科書やノートに落書きや破られた跡がある。 

□ 学用品などの所持品が無くなったり壊れたりする。 

□ 金遣いが荒くなる。使い道が不明瞭なお金や品物を要求する。 

□ 家族のお金や品物が無くなる。 

□ 自分の貯金をこっそり使っている。 

□ 自分が大切にしていた物や集めていた物を友達にあげる。 

＜その他＞  

□ 親が留守の時に，友達がよく来るようになる。 

□ 今まで見かけなかった友人が訪ねてくる。 

□ 誹謗中傷する嫌がらせの手紙やメモが見つかる。 


